




























































































◇ ◇ ◇ 塁 漣⑯倉亀田Ej分包◇◇◇
津島岡大遺跡第 14次発掘調査
～福利厚生施設南棟予定地～
三竿 二;竿 =-:-;∴ - _ _ ●
左は地形の高い所で見つかった土坑｡
調査は1995年10月末から1996年 2月半ばまでのおよそ3ケ月半にわたって行いました｡調査地点はIR共
済会の建物の西側です｡この近くでは,1993年に保健管理センターの新営工事に伴って第10次調膚を行っ
ています｡第10次調査では津島キャンパスの中では珍 しく,徴高地と呼んでいる,もともとの地形が高い
地点の様子が明らかになりました｡特に弥生時代後期から古墳時代前半頃の面では住居や井戸･｣二坑とい
った人々の生7t舌の痕跡が見つかりました｡
そこで今回の調査でも同じような成果を期待していました｡ところが実際に発掘を進めていきますと,
かなり違った状況であることがわかってきました｡近代から古代の面までは全体に平坦な地形でしたが,
それより古い時期には調査地点の南東と北西部が高く,北東から南西にかけては谷状にくぼんだ地形だっ
たのです｡期待されたような地形の高い部分は調査区の南東の隅にわずかにかかるだけでした｡
当初の予測とは違いましたが,今回の調査では明治時代の畑の跡や近世 ･中世の耕作の痕跡などが次々
に見つかりました｡また古墳時代前半頃の面では,地形に沿って流れる6本の溝が見つかりました (写真
右)｡また南東隅の地形の高い部分では,土坑 1基を発見しましたOこの土坑からははは完全な形に子基元で
きる高杯1点が出土しています(写真左)｡さらに掘 り下げていきますと,谷状の部分には砂にパックされ
た状態の弥生時代の水田が姿を現 しました｡津島キャンパスの他の調香地点でも水田は発見されています
が,当時の人々はこのような狭い谷状の部分にまで水田をつくっていたのです｡ (岩崎 志保)
表紙写真の説明 鹿田追跡から出土し
た中世の鍋とカマ ド｡カマ ドの炊き口
に薪をくべているところ｡炎が舞い上
がるのを防ぐために,庇が炊きロの上
につく｡
編集後記 ｢食べる｣ということは,
生きていくうえで必要不可欠な行為で
す｡人はただ飢えを満たすだけでなく,
おいしく食べる工夫を重ねてきました｡
今回は,そんな ｢食｣の,とくに ｢調
理｣の周辺にこだわって特集しました｡
